
（様式第７－１号）

団　　体　　名 　都市圏ボランティアの会

活　　動　　名 　水源地○○地区環境保全活動

補 助 金 額 　事業費　３５８，１００　円 　うち、補助金額　３２０，０００　円

　　目 的
・筑後川水源地である○○地区において、植樹、枝打ち、間伐、その他水源
林保全活動を行うことにより、水源林の水源涵養機能を高める。
・活動を通じて○○地区の地域住民との交流活性化を図る。

期待される効果

・筑後川水源林の水源涵養機能を高めることで、筑後川にそそぐ水の浄化
や、河川へ流れ込む水の量を平準化して洪水を緩和するとともに、川の流量
を安定させることが期待できる。
・福岡都市圏と筑後川流域住民との水を通じた交流により、地域活性化につ
ながる。

　 活 動 内 容

・実施日
・実施場所
・参加者数等
・事業内容
・成果等

１　実施日　　 　令和３年○月○日～○月○日
２　実施場所　　 ○○公園（○○県○○市内）
３　参加者数等

（１）都市圏ボランティアの会　　○○人
（２）○○町役場○○課　職員 ○人
（３）水源林を守ろう会 ○人
（４）○○森林組合 ○人

合計○○人
４　事業内容
・○○公園にある筑後川水源林にて、モミジ、ツバキなどの広葉樹の苗木を
植樹した。
・○○森林組合と協同で、伐採適期に到来した杉の間伐作業を行った。
・過去に植樹した箇所の下草刈りや枝打ちを行った。
・作業終了後に、メンバーにて水源涵養機能についての学習や情報交換な
ど、交流会を行った。
５　成果等
・スギのみが植わっていた水源林を間伐し、広葉樹を植樹したことにより、水
源涵養機能向上ににつながった。
・下草り、枝打ちの実施により、水源林の見通しが良くなり、植樹した苗木へ
の日当たりが良くなった。

　成果に対する

　自 己 評 価

・各作業については、例年実施していることから、スムーズに行うことができ
た。
・本事業を開始した時点では、荒廃していた水源林が毎年の事業実施により
整備されてきた。
・都市圏からの参加人数が、水源地域住民よりも少なかったため、今後はよ
り多くの都市圏住民の参加を目指したい。

事務局評価欄 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

活動の経過又は成果を証する書類

※ 必ずＡ４版の１枚 に収めてください。

※ 活動実績が分かる資料をできるだけ多く添付してください。

（記入例）
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